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	TEL. 03-6215-9649
	１. 組織の変更
	（１）変更の内容
	本資産運用会社は、2024年9月19日開催の取締役会にて以下の組織変更について決議しました。
	本資産運用会社は、上場リートである大和証券オフィス投資法人（ＤＯＩ）（本投資法人）及び大和証券リビング投資法人（ＤＬＩ）、私募リートである大和証券レジデンシャル・プライベート投資法人（ＤＲＰ）、大和証券ホテル・プライベート投資法人（ＤＨＰ）及び大和証券ロジスティクス・プライベート投資法人（ＤＬＰ）の5つの投資法人（以下、「各投資法人」といいます。）から資産運用業務を受託しています。
	2024年4月1日付の組織変更において、各投資法人のポートフォリオの入替え等の戦略に加え運用戦略全般の策定に特化する部署として、投資運用本部下に「ポートフォリオ戦略部」を新設し、投資運用副本部長が当該部長を兼務する体制としてきました。この度、エクイティによる資金調達や投資家ＩＲ等を担う「投資法人企画部」及び、投資法人の予算策定・実績管理等を担う「運用企画部」の機能を「ポートフォリオ戦略部」に移管・統合することといたしました。（「投資法人企画部」及び、「運用企画部」は廃止）。
	昨今のインフレの定着や金利上昇に加え、多くの事業会社等による私募REIT運用業への参入等、各投資法人をとりまく運用環境や競争環境も変化しており、これまで以上に投資法人に対する投資家の選別色が強まっています。このような環境下、運用会社としては、投資家ニーズを適切に把握し運用戦略に反映させるとともに、投資法人の持続的な成長に向け、組織的・戦略的に資本市場にアプローチしていく必要性が生じています。
	今回の組織変更により、エクイティファイナンス関連部署が一元化されることで、コミュニケーション・情報共有の円滑化や人的リソースの有効活用・業務アロケーションの自由度向上を通じ、業務運営の効率化・迅速化が図られるものと考えております。
	また、「ＤＨＰ投資運用部」、「ＤＬＰ投資運用部」を新設し、「ＤＨＰ・ＤＬＰ投資運用部」の各投資法人に係る機能を新設する各投資運用部に移管することといたしました（「ＤＨＰ・ＤＬＰ投資運用部」は廃止）。
	ＤＨＰ、ＤＬＰともに設立から間もなくアセットサイズが相対的に小さかったため、運用効率の観点から一つの投資運用部として一体運営して参りましたが、パイプライン物件を勘案すると両投資法人のアセットサイズは一定規模に達する見込です。今後は、投資法人毎に独立した投資運用部とすることで運用能力を強化し、両投資法人の成長を一層加速させて参ります。
	２．重要な使用人の異動
	＜変更後の組織図＞
	（変更箇所は下線部）

